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企
業
と
の
共

同
研
究
で
、
よ

く
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
。
大
学

と
学
生
に
対
す

る
企
業
の
期
待

で
あ
る
▼
企
業

人
は
関
西
大
学

の
施
設
や
空

間
、
さ
ら
に
は
自
由
な
雰
囲

気
を
み
て
感
じ
て
、
そ
の
爽

快
感
か
ら
創
造
性
を
感
じ
る

よ
う
だ
。
大
学
は
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
機
能
が
あ
る
よ
う
だ
▼

ま
た
、「
今
時
の
学
生
は
ど
う

で
す
か
」
と
質
問
さ
れ
る

が
、
こ
の
言
葉
の
意
味
は
、

「
学
生
が
何
か
新
し
い
発
想

や
息
吹
（
力
）
を
持
っ
て
い

る
の
で
は
」
と
い
う
こ
と
の

よ
う
だ
▼
関
大
キ
ャ
ン
パ
ス

は
人
が
多
い
が
、
車
も
な
く

自
然
豊
か
で
考
え
事
を
し
な

が
ら
散
歩
す
る
の
に
最
適
で

あ
る
。
ふ
と
考
え
る
と
、
普

通
「
人
が
多
い
」
と
煩
わ
し

い
気
が
す
る
の
だ
が
、
み
ん

な
笑
顔
で
歩
い
て
い
た
り
座

っ
て
い
た
り
す
る
▼
製
品
設

計
で
全
て
の
人
に
優
し
い
設

計
（design

for
all

）、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
と
は
何
か
と
問
わ
れ
た

ら
、「
人
の
笑
顔
だ
」
と
本
に

書
い
て
あ
っ
た
の
を
思
い
出

し
た
▼
で
も
、
人
の
笑
顔
が

多
い
場
所
、
関
大
キ
ャ
ン
パ

ス
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
と
呼
べ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
散
歩
し
て
考
え
て
み
よ

う
。

（
中
嶌

道
靖
）
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上上
のの
写写
真真
はは
大大
阪阪
市市
内内
のの
、、
ああ
るる
立立
体体
駐駐
車車
場場
をを
写写
しし
たた
もも
のの
でで
ああ
るる
。。
日日
曜曜
日日
のの
昼昼

下下
がが
りり
とと
いい
うう
時時
間間
のの
せせ
いい
かか
ああ
たた
りり
はは
人人
通通
りり
もも
なな
くく
、、
静静
かか
なな
どど
ここ
にに
でで
もも
ああ
るる
風風

景景
でで
ああ
るる
。。
しし
かか
しし
、、
関関
西西
大大
学学
にに
とと
っっ
てて
ここ
のの
場場
所所
はは
たた
だだ
のの
場場
所所
でで
はは
なな
いい
。。
今今
をを

が
ん
し
ゅ
う
じ

去去
るる
ここ
とと
百百
十十
九九
年年
前前
のの
明明
治治
十十
九九
年年
、、
ここ
のの
場場
所所
（（
西西
区区
京京
町町
堀堀
））
にに
ああ
っっ
たた
願願
宗宗
寺寺

とと
いい
うう
寺寺
でで
一一
つつ
のの
新新
しし
いい
学学
校校
がが
開開
校校
しし
たた
。。
そそ
のの
名名
前前
はは
関関
西西
法法
律律
学学
校校

関関
西西

大大
学学
のの
前前
身身
でで
ああ
りり
、、
関関
西西
でで
初初
めめ
てて
とと
なな
るる
本本
格格
的的
なな
法法
律律
学学
校校
のの
誕誕
生生
でで
ああ
っっ
たた
。。

当当
時時
のの
教教
員員
はは
そそ
のの
ほほ
とと
んん
どど
がが
現現
職職
のの
司司
法法
官官
（（
判判
事事
・・
検検
事事
））
でで
ああ
りり
、、
裁裁
判判
業業

務務
のの
合合
間間
にに
無無
報報
酬酬
でで
学学
生生
をを
教教
ええ
てて
いい
たた
。。
ここ
のの
寺寺
かか
らら
歩歩
いい
てて
五五
分分
ほほ
どど
のの
場場
所所
にに

そそ
のの
ここ
ろろ
控控
訴訴
院院
（（
現現
在在
のの
高高
等等
裁裁
判判
所所
））
がが
ああ
っっ
たた
のの
でで
、、
講講
師師
のの
出出
講講
にに
便便
利利
だだ
とと

いい
うう
点点
もも
、、
ここ
のの
場場
所所
をを
選選
んん
だだ
理理
由由
のの
一一
つつ
にに
違違
いい
なな
いい
。。

生生
徒徒
募募
集集
のの
広広
告告
がが
新新
聞聞
紙紙
上上
でで
発発
表表
ささ
れれ
るる
とと
、、
学学
校校
関関
係係
者者
のの
予予
想想
をを
はは
るる
かか
にに

超超
ええ
るる
四四
百百
人人
余余
のの
受受
験験
生生
がが
殺殺
到到
しし
たた
。。
作作
文文
・・
算算
術術
・・
漢漢
文文
のの
三三
科科
目目
かか
らら
なな
るる
入入

学学
試試
験験
をを
受受
けけ
合合
格格
しし
たた
者者
はは
百百
五五
十十
人人
。。
別別
にに
書書
類類
選選
考考
にに
てて
合合
格格
しし
たた
八八
十十
人人
とと
追追

加加
試試
験験
のの
合合
格格
者者
五五
十十
人人
をを
加加
ええ
たた
約約
二二
百百
八八
十十
人人
がが
第第
一一
期期
生生
にに
なな
っっ
たた
とと
いい
うう
記記
録録

がが
残残
っっ
てて
いい
るる
。。

しし
かか
しし
、、
小小
ささ
なな
寺寺
にに
ここ
れれ
だだ
けけ
のの
学学
生生
をを
収収
容容
すす
るる
ここ
とと
はは
不不
可可
能能
だだ
っっ
たた
。。
学学
校校

当当
局局
はは
すす
ぐぐ
ささ
まま
、、
新新
しし
いい
教教
室室
をを
大大
阪阪
市市
内内
のの
別別
のの
場場
所所
にに
求求
めめ
、、
わわ
ずず
かか
一一
カカ
月月
でで

学学
校校
はは
東東
区区
淡淡
路路
町町
へへ
移移
転転
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
っっ
たた
。。
今今
風風
にに
いい
ええ
ばば
、、
受受
講講
生生
超超
過過
にに
よよ

るる
教教
室室
変変
更更
とと
いい
うう
程程
度度
のの
簡簡
単単
なな
引引
越越
だだ
っっ
たた
よよ
うう
だだ
。。
そそ
のの
後後
、、
願願
宗宗
寺寺
のの
ここ
とと
をを

知知
るる
人人
もも
少少
しし
ずず
つつ
少少
なな
くく
なな
りり
、、
やや
がが
てて
昭昭
和和
二二
十十
年年
三三
月月
のの
大大
阪阪
大大
空空
襲襲
でで
ここ
のの
ああ

たた
りり
はは
すす
べべ
てて
灰灰
燼燼
にに
帰帰
しし
てて
しし
まま
うう
。。
戦戦
後後
はは
地地
番番
ささ
ええ
もも
変変
わわ
っっ
てて
しし
まま
いい
、、
一一
時時

はは
建建
物物
のの
ああ
っっ
たた
場場
所所
をを
特特
定定
すす
るる
ここ
とと
ささ
ええ
難難
しし
かか
っっ
たた
らら
しし
いい
。。

とと
ここ
ろろ
でで
昭昭
和和
四四
十十
九九
年年
、、
偶偶
然然
にに
もも
戦戦
災災
前前
のの
願願
宗宗
寺寺
をを
写写
しし
たた
写写
真真
がが
発発
見見
ささ
れれ

たた
（（
写写
真真
左左
下下
））。。
ここ
のの
写写
真真
はは
北北
側側
にに
ああ
っっ
たた
門門
のの
とと
ここ
ろろ
をを
写写
しし
たた
もも
のの
でで
ああ
りり
、、
ここ

のの
奥奥
にに
教教
室室
とと
なな
るる
本本
堂堂
がが
ああ
っっ
たた
。。
わわ
ずず
かか
一一
カカ
月月
とと
はは
いい
ええ
、、
大大
勢勢
のの
先先
輩輩
たた
ちち
がが

ここ
のの
門門
をを
くく
ぐぐ
りり
登登
校校
しし
てて
いい
たた
とと
いい
うう
わわ
けけ
でで
ああ
るる
。。
ちち
なな
みみ
にに
、、
ここ
のの
駐駐
車車
場場
のの
写写

真真
はは
、、
ほほ
ぼぼ
同同
じじ
位位
置置
かか
らら
現現
在在
のの
様様
子子
をを
撮撮
っっ
たた
もも
のの
でで
ああ
るる
がが
、、
時時
のの
移移
りり
変変
わわ
りり

のの
大大
きき
ささ
をを
感感
じじ
とと
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
よよ
うう
。。

ささ
てて
、、
開開
校校
かか
らら
三三
年年
目目
のの
明明
治治
二二
十十
二二
年年
、、
晴晴
れれ
のの
第第
一一
回回
卒卒
業業
式式
がが
、、
二二
度度
目目
のの

こ
う
し
ょ
う
じ

移移
転転
先先
でで
ああ
るる
北北
区区
のの
興興
正正
寺寺
とと
いい
うう
寺寺
でで
行行
わわ
れれ
たた
。。
ここ
のの
時時
、、
筆筆
答答
・・
口口
答答
かか
らら
なな

るる
試試
験験
をを
突突
破破
しし
てて
卒卒
業業
すす
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
たた
のの
はは
たた
っっ
たた
十十
七七
人人
。。
入入
学学
者者
にに
対対
すす
るる

卒卒
業業
生生
のの
比比
率率
はは
、、
わわ
ずず
かか
六六
��
にに
過過
ぎぎ
なな
かか
っっ
たた
。。

関関
西西
大大
学学
のの
始始
まま
りり
はは
建建
物物
ここ
そそ
貧貧
しし
いい
寺寺
のの
一一
宇宇

でで
ああ
っっ
たた
がが
、、
そそ
のの
中中
身身
はは
実実
にに
濃濃
かか
っっ
たた
。。
卒卒
業業
生生

のの
中中
でで
判判
事事
、、
検検
事事
、、
代代
言言
人人
（（
今今
日日
のの
弁弁
護護
士士
））
のの

各各
試試
験験
にに
合合
格格
しし
たた
者者
のの
数数
もも
多多
くく
、、
関関
西西
随随
一一
のの
法法

律律
学学
校校
とと
しし
てて
やや
がが
てて
名名
をを
成成
すす
ここ
とと
にに
なな
っっ
たた
。。
来来

年年
本本
学学
はは
、、
そそ
のの
創創
立立
かか
らら
実実
にに
百百
二二
十十
年年
目目
のの
年年
をを

迎迎
ええ
るる
のの
でで
ああ
るる
。。

（（
経経
済済
学学
部部
教教
授授
））

浜
野

潔

大大
阪阪
市市
西西
区区
京京
町町
堀堀
にに
ああ
るる
願願
宗宗
寺寺
跡跡
地地（（
筆筆
者者
撮撮
影影
））。。建建
物物
のの
裏裏

側側
にに
はは「「
関関
西西
法法
律律
学学
校校
発発
祥祥
のの
地地
」」のの
顕顕
彰彰
碑碑
がが
建建
っっ
てて
いい
るる
。。

下下
のの
写写
真真
はは
昭昭
和和
十十
一一
年年
当当
時時
のの
願願
宗宗
寺寺
（（
毎毎
日日
新新
聞聞
社社
提提
供供
））
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�

▼
設
置
目
的

こ
の
新
大
学
院
は
、
会
計
専

門
職
の
世
界
標
準
化
の
流
れ
と

国
内
で
大
幅
な
充
実
が
求
め
ら

れ
る
高
度
な
会
計
専
門
職
業
人

の
養
成
、
と
い
う
内
外
の
環
境

変
化
に
対
応
し
て
設
置
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
に
開
始
さ
れ
る

新
公
認
会
計
士
試
験
制
度
の
下

で
多
数
の
合
格
者
を
出
し
、
会

計
士
業
界
の
み
な
ら
ず
、
企
業

や
官
公
庁
な
ど
へ
有
為
な
人
材

を
輩
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

▼
現
在
の
構
想

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
昼

間
開
講
、
入
学
定
員
七
十
人
の

二
学
年
制
（
収
容
定
員
百
四
十

人
）
を
予
定
し
て
い
る
。
実
務

家
教
員
を
含
め
た
充
実
し
た
ス

タ
ッ
フ
の
も
と
、
学
習
環
境
と

し
て
は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

の
既
存
施
設
（
大
学
院
棟
、
Ｉ

Ｔ
セ
ン
タ
ー
や
総
合
図
書
館

等
）
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
有
効

利
用
で
き
る
こ
と
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
の
十
分
な
自
習
環
境

（
院
生
研
究
室
や
受
験
向
図
書

閲
覧
室
）
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

が
魅
力
的
で
あ
る
。

▼
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

第
一
に
新
公
認
会
計
士
試
験

制
度
の
試
験
科
目
に
対
応
し
た

基
本
科
目
の
充
実
、
第
二
に
公

認
会
計
士
と
し
て
の
即
戦
力
を

備
え
る
必
要
性
に
応
え
る
た

め
、
事
例
や
実
践
が
豊
富
に
盛

り
込
ま
れ
た
発
展
科
目
や
実
践

科
目
の
配
置
、
第
三
に
個
々
人

の
将
来
設
計
に
あ
わ
せ
た
得
意

領
域
を
作
る
た
め
の
応
用
科
目

の
充
実
、
第
四
に
一
年
次
に
お

け
る
学
習
指
導
や
二
年
次
に
お

け
る
修
了
後
に
向
け
た
キ
ャ
リ

ア
指
導
等
々
、
社
会
か
ら
の
要

請
に
対
応
し
た
多
彩
な
教
育
を

提
供
す
べ
く
各
種
の
工
夫
が
施

さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
学
法
科
大
学
院

と
の
間
で
「
会
計
に
強
い
法
曹

と
法
律
に
強
い
会
計
士
」
を
育

成
で
き
る
よ
う
な
協
力
関
係
も

構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
他
、
入
試
に
関
し
て
は

現
在
そ
の
実
施
内
容
を
鋭
意
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
大
学
院
の
詳
細
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
会
計
専
門
職
大
学
院
設
置

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
・
商
学
部
教
授

柴

健
次
）

本
学
は
、「
学
の
実
化
」
を
理
念
と
し
、
そ
の
追
求
か

ら
、
会
計
専
門
職
大
学
院
（
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
ス

ク
ー
ル
）
を
平
成
十
八
年
四
月
に
開
設
す
る
。

本
学
で
は
、
就
職
活
動
を
行
う
三
、
四
年
次
生
の
み
な
ら

ず
、
一
年
次
生
の
段
階
か
ら
学
生
一
人
ひ
と
り
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
（
将
来
設
計
）
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
学
生
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
サ
ポ
ー
ト

自
分
の
将
来
の
進
路
に
対
す

る
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
、
職
業

観
を
養
い
、「
生
き
る
力
」
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
、
本
学
で
は

次
の
よ
う
な
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
る
。

例

・
一
年
次
生
か
ら
参
加
で

き
る
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

・
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
科
目

を
、
一
年
次
生
を
対
象
に
正

規
科
目
と
し
て
開
講

・
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ル
ー

ム
（
進
路
支
援
室
）」
を
設
置

し
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
個
別
の
進
路
・
教
職

相
談
を
実
施

・
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ブ
ッ

ク
」
を
入
学
時
に
配
布

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
た

め
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と

は
、
実
際
に
企
業
・
自
治
体
な

ど
に
お
い
て
就
業
体
験
を
行
う

も
の
で
、
社
会
人
を
疑
似
体
験

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の

職
業
選
択
に
向
け
て
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
も
て
る
絶
好
の
機
会

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
分

の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
就
職
し
た

こ
と
に
よ
り
生
じ
る
職
業
と
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
も
期
待
で
き
る
。

本
学
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
、

日
本
企
業
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ

カ
・
ミ
ズ
ー
リ
州
の
企
業
で
働

く
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
、
学
校
現
場
を
体
験
す
る
学

校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含

め
、
多
彩
な
業
界
で
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い

る
。
平
成
十
六
年
度
は
、
四
百

二
十
八
団
体
で
六
百
八
十
四
人

が
実
習
を
経
験
し
た
（
平
成
十

七
年
一
月
末
現
在
）。

資
格
取
得
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

教
員
志
望
者
の
た
め
に
「
教

員
採
用
試
験
対
策
講
座
」
を
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
講
し
て

い
る
。
ま
た
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、

司
法
試
験
や
公
認
会
計
士
等
の

難
関
国
家
試
験
を
は
じ
め
と
し

て
、
公
務
員
試
験
や
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
�

、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�

、
簿

記
、
情
報
処
理
試
験
や
そ
の
他

の
資
格
試
験
を
め
ざ
す
学
生
を

支
援
す
る
た
め
に
、
多
彩
な
対

策
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

平
成
十
六
年
度
は
、
司
法
試

験
に
十
九
人
、
公
認
会
計
士
二

次
試
験
に
十
五
人
、
国
家
公
務

員
�
種
試
験
に
九
人
、
国
家
公

務
員
�
種
試
験
に
百
二
十
七
人

合
格
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
資

格
試
験
に
も
多
数
合
格
者
を
輩

出
し
て
い
る
。

就
職
実
績

本
学
の
平
成
十
六
年
三
月
卒

業
生
の
就
職
率
は
九
十
五
・
一

�
と
、
全
国
屈
指
の
実
績
を
誇

っ
て
い
る
。
平
成
十
七
年
三
月

卒
業
予
定
の
学
生
も
、
一
月
現

在
約
九
割
が
内
定
を
得
て
い
る

模
様
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
就
職
活
動

支
援
に
お
い
て
も
、
学
内
で
多

種
多
様
な
セ
ミ
ナ
ー
・
企
業
研

究
会
な
ど
を
実
施
し
、
万
全
の

体
制
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
こ

と
が
、
こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

一
人
ひ
と
り
の
目
標
実
現
に

向
け
て
徹
底
し
た
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
本
学
の
支
援
体
制
は
、
社

会
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
、
国
内
外
の
有
力
企
業
で
多

く
の
卒
業
生
が
活
躍
し
て
い

る
。

サ
ン
ト
リ
ー
、キ
ユ
ー
ピ
ー
、

明
治
製
菓
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
松
下
電

器
産
業
、
シ
ャ
ー
プ
、
サ
ン
ス

タ
ー
、
積
水
ハ
ウ
ス
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
、
本
田
技
研
工
業
、
三

菱
重
工
業
、
任
天
堂
、
九
州
電

力
、
日
本
通
運
、
日
本
航
空
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
関
西
、

大
丸
、
東
京
三
菱
銀
行
、三
井
住

友
銀
行
、野
村
證
券
、日
本
生
命

保
険
、東
京
海
上
日
動
火
災
保

険
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
読
売
新
聞
、
国

家
公
務
員
、
国
税
専
門
官
、
兵

庫
県
職
員
、
大
阪
府
警
察
官
、

大
阪
府
教
員
ほ
か
（
平
成
十
七

年
一
月
末
現
在
）

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
）

○
平
成
十
六
年
度
電
気
設
備
学

会
全
国
大
会

◆
発
表
奨
励
賞

工
学
研
究
科
電
気
工
学
専
攻

Ｍ
二

菅
野

丈

（
平
成
十
六
年
九
月
十
日
受

賞
）

○
第
四
十
六
回
大
阪
居
合
道
大
会

◆
優
秀
演
舞
賞
三
段
の
部

工
学
部
電
気
工
学
科
二
年
次

生

早
光

亮
介

（
平
成
十
六
年
十
一
月
二
十

三
日
受
賞
）

○
日
本
政
策
学
生
会
議
（
Ｉ
Ｓ

Ｆ
Ｊ
）

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
二

〇
〇
四

◆
共
通
政
策
提
言
分
科
会
地
方

活
性
化
プ
ラ
ン

優
秀
論
文

総
合
情
報
学
部
鵜
飼
康
東
研

究
会
お
よ
び
客
員

小
野
由
舞
子
、生
田

廣
、

石
原

知
佳
、
稲
田

享
広
、

井
伊

尋
幸

◆
財
政
分
科
会

優
秀
論
文

経
済
学
部
前
川
聡
子
ゼ
ミ

阿
部

祥
衣
、
大
西

尚

子
、
田
中

弘
一
、
中
居

悦

子
、
村
田

卓
優

◆
社
会
保
障
分
科
会

優
秀
論

文

経
済
学
部
前
川
聡
子
ゼ
ミ

阿
部
麻
衣
子
、
佐
藤

由

美
、
坪
居

賢
、
西
村

拓

也
、
林

優
太
、
矢
野

裕

介
、
渡
邉

莉
都

（
平
成
十
六
年
十
二
月
十
一

日
、
十
二
日
受
賞
）

○
第
六
回
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ

ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

◆
新
技
術
部
門

佳
作

工
学
研
究
科
化
学
工
学
専
攻

Ｍ
一

小
松

武
史

◆
情
報
通
信
部
門

奨
励
賞

工
学
部
機
械
工
学
科
四
年
次

生

森
下

弘
将

工
学
部
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学

科
四
年
次
生

中
川

大
輔

工
学
研
究
科
機
械
工
学
専
攻

Ｍ
一

井
上

勇
輝

◆
情
報
通
信
部
門

佳
作

総
合
情
報
学
部
四
年
次
生

遠
藤

篤

総
合
情
報
学
部
三
年
次
生

石
田

聡
、
北
野

光
一
、

許

会
慶
、
清
水

晴
香
、

細
畠

啓
史

◆
環
境
・
福
祉
部
門

佳
作

工
学
部
機
械
工
学
科
四
年
次

生

前
田

宗
紀

工
学
研
究
科
機
械
工
学
専
攻

Ｍ
一

井
上

勇
輝
、
太
田

祐
紀（

平
成
十
七
年
一
月
二
十
五

日
受
賞
）

●
学
部
入
学
式
の
挙
行
方
法
変

更
こ
れ
ま
で
入
学
式
は
全
学
部

一
斉
の
挙
行
で
、
学
生
と
父
母

の
式
場
は
二
カ
所
に
分
か
れ
、

父
母
に
対
し
て
は
映
像
中
継
を

行
っ
て
い
た
。
平
成
十
七
年
度

か
ら
は
午
前
と
午
後
の
二
部
構

成
と
し
、
学
生
と
父
母
が
同
席

す
る
か
た
ち
に
変
更
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
四
月
一
日

（
金
）
千
里
山
中
央
体
育
館
に

お
い
て
、
十
時
か
ら
法
・
経
済

・
社
会
・
総
合
情
報
学
部
、
十

四
時
か
ら
文
・
商
・
工
学
部
の

入
学
式
を
挙
行
す
る
。

●
文
学
部
寄
附
講
座
（
マ
ロ
ニ

エ
提
供
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
学
）
開

講
本
年
度
制
定
さ
れ
た
「
関
西

大
学
寄
附
講
座
に
関
す
る
取
扱

規
程
」
に
基
づ
き
、
文
学
部
共

通
専
門
教
育
科
目
と
し
て
平
成

十
七
年
度
秋
学
期
か
ら
「
寄
附

講
座
（
マ
ロ
ニ
エ
提
供
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
学
）」
を
開
講
す
る
。
内

容
は
、
現
代
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
通
し
て
社
会
と
人
間
の

あ
り
方
を
探
る
も
の
で
、
マ
ロ

ニ
エ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

専
門
学
校
の
講
師
等
に
よ
る
講

義
が
行
わ
れ
る
。

●
漢
陽
大
学
校
夏
期
朝
鮮
語
セ

ミ
ナ
ー
新
規
実
施

語
学
セ
ミ
ナ
ー
は
こ
れ
ま
で

英
語
、
中
国
語
、
ド
イ
ツ
語
を

実
施
、
平
成
十
六
年
度
春
期
か

ら
フ
ラ
ン
ス
語
を
実
施
す
る

が
、
新
た
に
平
成
十
七
年
度
夏

期
か
ら
近
年
履
修
者
が
増
加
し

て
い
る
朝
鮮
語
に
つ
い
て
も
韓

国
の
漢
陽
大
学
校
に
て
実
施
す

る
。

●
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
ポ

リ
シ
ー
・
規
程
の
制
定

四
月
一
日
の
個
人
情
報
保
護

法
全
面
施
行
に
伴
い
、
本
学
で

も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の

策
定
や
「
関
西
大
学
個
人
情
報

保
護
規
程
」
を
制
定
す
る
。
基

本
方
針
は
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観

点
か
ら
、
個
人
情
報
を
正
確
か

つ
安
全
に
取
り
扱
う
こ
と
に
よ

り
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護

す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
個
人
情
報
の
収
集
、
管

理
、
利
用
お
よ
び
提
供
に
あ
た

っ
て
は
、
そ
の
目
的
を
明
ら
か

に
し
、
使
用
範
囲
を
目
的
内
に

限
定
し
、
安
全
か
つ
適
切
に
取

り
扱
う
こ
と
を
よ
り
一
層
徹
底

す
る
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
掲
載
予
定
。

合計

８，０５５

８，８５２

１０，０７０

８，０６２

１１，２７２

４，８７５

１３，４１０

６４，５９６

センター
利用入試
（前期）

１，３６５

２，１４０

２，７００

��

２，６９７

６９１

３，１００

１２，６９３

一般入試（A・S日程）試験地別志願者数

合計

６，６９０

６，７１２

７，３７０

８，０６２

８，５７５

４，１８４

１０，３１０

５１，９０３

福岡

１５１

１１７

７４

７８

１１６

４３

２３５

８１４

小倉

６４

３７

６６

４３

７５

２８

１２５

４３８

松山

６３

６５

７０

６４

６０

３２

１２４

４７８

高松

１３８

１４５

１５７

１４２

１７０

７２

１９２

１，０１６

徳島

４５

５１

４７

３１

４０

２２

４８

２８４

広島

２４０

１９５

１７０

１９９

２３１

１２１

４２６

１，５８２

岡山

１９２

１８２

２３８

１６５

１９７

８３

３２０

１，３７７

松江

１８

３０

３６

１０

２８

７

６８

１９７

姫路

２７７

２５６

３７３

３４７

３２０

１７８

６２３

２，３７４

和歌山

２３５

３００

２９３

２４７

２６１

１５９

２９２

１，７８７

京都

４８８

４３５

３５５

５３３

６８０

３４８

７３９

３，５７８

滋賀

３３

４３

１５０

６５

７６

４５

５５

４６７

名古屋

３３９

２５５

２６３

２１０

３５２

１６１

８８４

２，４６４

浜松

８０

４４

２９

４２

７０

４３

１４２

４５０

金沢

１０４

１１１

１４７

１０１

１２１

５５

２７３

９１２

東京

１６０

１０９

９６

８８

１４４

５８

１０９

７６４

仙台

５

５

１１

２

１０

１

６

４０

札幌

１７

１０

２９

４

１４

３

１２

８９

大阪

４，０４１

４，３２２

４，７６６

５，６９１

５，６１０

２，７２５

５，６３７

３２，７９２

法

文

経済

商

社会

総合
情報

工

合計

２００５年度 関西大学 入 学 試 験 志 願 者 数
確定志願者数

＊上記は、一般入試(A・S日程）、センター利用入試（前期）の志願者数です。一般入試（後期B日程）およびセンター利用入試（中期・後期）の志願者数は含まれていません。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

�一般入試（A・S日程）およびセンター利用入試（前期）�

平成１７年
３月

卒
業
生
の
主
な
内
定
先

「「
実実
学学
のの
関関
大大
」」
にに

会会
計計
専専
門門
職職
大大
学学
院院
をを
開開
設設

平成１８年
４ 月

（２）平成１７年（２００５年）２月１日第 ３２３ 号
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ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

秋
季
リ
ー
グ
戦
、
京
大
を
下
し

単
独
三
位
で
リ
ー
グ
終
え
る

昨
シ
ー
ズ
ン
、
関
西
学
生
一
部

リ
ー
グ
に
復
帰
し
た
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
創
部
七

十
周
年
を
記
念
し
て
「
Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
に
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

を
変
更
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
き
っ
た
。
新
生
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
昨
年
二
位

の
実
績
を
持
つ
京
都
大
学
に
二

十
八
年
ぶ
り
に
勝
利
す
る
な
ど

の
活
躍
を
見
せ
、
単
独
三
位
で

リ
ー
グ
戦
を
終
了
し
た
。

速
記
部

昨
年
十
二
月
五
日
に
国
立
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
八

十
八
回
全
日
本
大
学
速
記
競
技

大
会
に
お
い
て
優
勝
し
、
三
十

四
連
覇
の
偉
業
を
達
成
し
た
。

他
大
学
の
追
随
が
厳
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
昨
今
、
団
体
戦

で
は
準
優
勝
の
早
稲
田
大
学
に

三
十
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
の
大
差

を
つ
け
て
圧
勝
。
ま
た
、
個
人

戦
各
級
に
お
い
て
も
軒
並
み
上

位
を
独
占
し
た
。
今
後
の
さ
ら

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

映
画
研
究
部

自
主
制
作
の
映
画
を
中
心
に

映
画
上
映
会
を
数
多
く
実
施
し

て
お
り
、
ま
た
各
種
映
画
コ
ン

ク
ー
ル
に
積
極
的
に
出
品
し
、

今
年
度
は
北
海
道
大
学
学
生
映

画
祭
に
お
い
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を

獲
得
す
る
な
ど
の
活
躍
を
見
せ

て
い
る
。

英
語
研
究
部

（
第
１
部
）

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」、「
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
」
、
「
ス
ピ
ー

チ
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
の
四
セ
ク
シ
ョ
ン
に
別
れ

て
日
々
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

年
間
を
通
し
て
各
セ
ク
シ
ョ
ン

を
合
計
す
る
と
百
近
い
大
会
に

出
場
し
て
お
り
、
ま
た
遠
征
先

は
日
本
全
国
に
お
よ
ぶ
。

今
年
度
は
、
ス
ピ
ー
チ
セ
ク

シ
ョ
ン
に
お
い
て
Ａ
ｌ
ｌ

ｗ

ｅ
ｓ
ｔ
（
西
日
本
）
大
会
で
二

位
入
賞
、
デ
イ
ベ
ー
ト
セ
ク
シ

ョ
ン
に
お
い
て
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｔ（
全

国
大
会
）
で
三
位
受
賞
す
る
な

ど
、
顕
著
な
成
績
を
収
め
て
い

る
。

速記部

アメリカンフットボール部
（写真提供：関大スポーツ）

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部

ス
ー
パ
ー
ル
ー
キ
ー
登
場
�

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
二
〇

〇
二
年
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
（
日
本
人
初
）
の
実
績

を
持
つ
�
橋
大
輔
さ
ん
（
文

一
）
が
、
一
月
十
五
日
、
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
競
技
大
会

で
、
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。
�
橋
さ
ん
は
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
部
の
第
五
十
三
回
関
関
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
定
期
戦
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
特
別

出
演
す
る
な
ど
学
内
イ
ベ
ン
ト

に
も
積
極
的
に
参
加
。
二
〇
〇

六
年
ト
リ
ノ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
出
場
を
め
ざ
す
。

映画研究部

�橋大輔さん英語研究部

サ
ッ
カ
ー
部

第
五
十
三
回
全
日
本
大
学
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

関
西
学
生
秋
季
リ
ー
グ
を
二

位
の
成
績
で
終
え
た
サ
ッ
カ
ー

部
が
二
年
連
続
で
全
日
本
大
学

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
出
場

し
た
。
惜
し
く
も
決
勝
リ
ー
グ

へ
の
出
場
は
逃
し
た
が
、
主
力

選
手
の
前
田
雅
文
さ
ん
（
社

四
）
の
Ｊ
リ
ー
グ
・
ガ
ン
バ
大

阪
へ
の
入
団
や
、
吉
村
修
平
さ

ん
（
文
一
）
の
新
人
賞
獲
得
な

ど
、
活
躍
が
光
っ
た
。

漕
艇
部

五
十
六
年
ぶ
り
の
優
勝

今
シ
ー
ズ
ン
、
桜
杯
・
大
阪

シ
テ
ィ
レ
ガ
ッ
タ
で
優
勝
、
朝

日
レ
ガ
ッ
タ
で
は
男
子
エ
イ
ト

の
部
で
西
日
本
・
中
京
学
生
一

位
と
好
調
が
続
く
漕
艇
部
が
、

昨
年
八
月
に
行
わ
れ
た
関
西
選

手
権
競
漕
大
会
に
お
い
て
、
見

事
優
勝
し
た
。
関
西
優
勝
は
実

に
五
十
六
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

一
部
リ
ー
グ
優
勝

昨
春
、
関
西
学
生
一
部
リ
ー

グ
に
復
帰
し
た
ば
か
り
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
が
、
復
帰
の
勢
い

そ
の
ま
ま
に
見
事
秋
季
リ
ー
グ

戦
で
一
部
優
勝
を
果
た
し
た
。

京
都
大
学
に
三
回
コ
ー
ル
ド
ゲ

ー
ム
で
勝
利
な
ど
の
快
進
撃
を

続
け
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
一

部
優
勝
は
十
三
年
ぶ
り
で
あ
っ

た
。

馬
術
部

七
年
ぶ
り
関
西
制
覇

昨
年
七
月
に
行
わ
れ
た
第
三

十
九
回
関
西
学
生
障
害
馬
術
大

会
に
お
い
て
、
馬
術
部
が
並
み

居
る
強
豪
校
を
打
ち
破
り
、
七

年
ぶ
り
に
関
西
制
覇
を
成
し
遂

げ
た
。
馬
術
部
は
十
一
月
末
に

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
、

新
し
く
な
っ
た
施
設
の
も
と
、

さ
ら
な
る
躍
進
を
め
ざ
す
。

サッカー部（写真提供：関大スポーツ）

本学では学生諸君の経済的負担を軽減し、充実したキャンパスラ
イフを過ごしてもらうために多様な奨学金制度を設けています。
奨学金には大きく分けて貸与奨学金と給付奨学金（返還不要の奨

学金）の２種類があります。また、金額や期間などの条件も各奨学
金ごとに異なります。奨学金の採否はおもに成績と家計状況により
決定されますので、自分の計画に合った奨学金を検討してみてくだ
さい。

特に「関西大学学部給付奨学金」は出願不要で、入試成績をもと
に自動的に採用候補者が決定される奨学金です（在学生については
前年度までの学業成績をもとにします）。本学で学ぶことを希望する
意欲ある受験生のみなさん、入学試験で存分に実力を発揮して、関
西大学学部給付奨学生にチャレンジしてください。また、「関西大学
入学時貸与奨学金」は合格発表後ただちに出願する必要があります
ので、ご注意ください。

各奨学金の詳細については、入学金（入学登録金）の納入後に『奨学金案内』を送付しますので、参照してください。

金 額（日本学生支援機構は平成１６年度現行）

入学初学期の授業料、教育充実費及び実験実習料の合計額
（２年次生以上は、春学期の授業料の２分の１相当額）

（年額）２４．３万円 〔学年により異なる〕

（年額）５０万円

（年額）２４万円

財団により異なる

入学時に必要な授業料、教育充実費及び実験実習料の初学
期分相当額

（１学期額）法・文・経済・商・社会学部 １９万円
総合情報学部 ２６万円
工学部 ２９万円

（月額）自宅５．３万円・自宅外６．３万円

（月額）３万円・５万円・８万円・１０万円から選択可能

地方自治体により異なる

概 要（期間）

給付（１年間）

給付（１年間）

給付（１年間）

給付（最短修業年限）

給付（財団により異なる）

無利子貸与（入学時のみ）

無利子貸与（１学期間）

無利子貸与（最短修業年限）

有利子貸与（最短修業年限）

給付・貸与（地方自治体により異なる）

出願時期等

入学試験成績優秀者（出願不要）

入学後に出願（勤労学生が対象）

入学後に出願

１年次終了時に出願

入学後に出願

合格発表後直ちに出願

入学後に出願

入学後に出願（地方自治体により異なる）

種 類

関西大学学部給付奨学金

フレックスコース給付奨学金

スポーツ振興給付奨学金

本学独自の奨学基金給付奨学金
（赤井・柳楽・久井・野田奨学金）

財団給付奨学金

関西大学入学時貸与奨学金

関西大学奨学金

日本学生支援機構第一種奨学金

日本学生支援機構第二種奨学金

各種地方自治体奨学金

多様な奨学金で学生生活を支援します

平成１７年（２００５年）２月１日第 ３２３ 号（３）



昨年４月に、司法制度改革の一環として法科大学院が設立され、
法学部の教育は大きな転機を迎えた。その背景には、いうまでも
なく、わが国の社会の構造的な変化がある。
これからの社会の担い手として、法学や政治学の専門的な知見

に基づき自立的、創造的に行動しうる人材、公共の利益のために
積極的に貢献しうる人材、国際的な舞台で活躍しうる人材が求め
られるであろう。そのような人材の育成こそ、法学部に課せられ
た責務といえる。もちろん、法曹養成の新制度への対応も必要で
ある。そして、大学院と連携した新たな専門教育のあり方も模索
しなければならない。こうした見地から、法学部ではいち早く、
一連の改革に取り組んできた。
まずカリキュラムを刷新し、法律学科に法曹コース、ビジネス

コース、公務コースおよび国際コースを、政治学科に総合コース
および公共政策コースを設け、各コースにつき履修すべき科目を
再配置した。多様な進路志望に応じた段階的、系統的な履修を促
すことが、その目的である。法科大学院への進学についても、早
期に必要な準備をなしうるように配慮している。同時に、学問の
発展動向や社会のニーズを考慮して開設科目を見直し、カリキュ
ラムの現代化を図った。今日の社会の問題状況について、より深
い認識が得られるはずである。また、昼夜開講制やセメスター制
を取り入れ、柔軟かつ集中的な履修ができるシステムに変更した。
そして、意欲のある成績優秀な学生に高度かつ発展的な勉学の機
会を与えるため、４年次に大学院法学研究科の科目の履修を認め
る制度を導入することにした。この制度により、同研究科に進学
後１年で修士の学位を取得することも可能となる。
法学部の改革は、まだ途上にある。今後も時代の変化を睨みな

がら、教育内容のいっそうの充実のために所要の措置を講じてい
く方針である。

（法学部長　大沼　邦博）

「大学で何を学ぶのか」 文学部に入学した最初の１年間は、
この問いへの答えを自分の力で見つけるためにある。文学部には
現在10の専修があり、専門的で特色豊かな授業を展開している。
そのエッセンスをダイジェスト版で紹介するのが、専修ごとに提
供される「学びの扉」という科目である。10の扉の鍵はすべて１
年次生一人ひとりの手に託されており、関心のある扉を自由に開
けて中の様子を自分の目で確かめることができる。たまたま開け
た扉が、思いがけず面白く、将来の進路を決める出会いとなるか
もしれない。視野を広げながら、どの専修に進むかをじっくりと
決めてほしい。これが文学部の願いである。
「新たなテーマを求めて」 ２年次からはより専門的な学びが

スタートし、その集大成として卒業論文を作成する。来年度から
は、既存の10専修の中で各自がテーマを選んで卒論を書くという

コースのほかに、
３年次から「テー
マ・プロジェクト」
に参加して卒論を
書くというコース
を選択することが
可能となる。来年
度は６つの「テー
マ・プロジェクト」
がスタートし、専
門の担当教員によ
る工夫を凝らした
プロジェクトが計
画されている。また、再来年度には複数の新しい専修が加わる予
定である。学生が自分の中にどれだけの可能性が秘められている
かを試せるような、個性豊かで幅広い学びの場の創造をめざす。
「大学の外の世界とともに」 学びの場はキャンパス内だけと

はかぎらない。また、与えられる教育ばかりでは物足りない。文
学部が特に力を注いでいる「学校インターンシップ」とは、小中
高の学校現場で、大学生として就業体験を積むプログラムである。
今年度は300人以上の在学生が研修生として各学校へ派遣された。
来年度も研修を希望する学生たちをしっかりサポートしていきた
い。学校で児童や生徒に教えながら、逆に多くのことを教わった
学生たちの成長が、文学部を活気づけているのである。

(文学部教学主任　奥村佳代子)

経済学部では、平成15（2003）年度からの昼夜開講制導入に伴
って大幅にカリキュラムを改正した。最も大きな改革は、１年次
生が履修する授業科目の新設である。１年次生の春学期には、ま
ず20人程度のクラスに分かれて「経済学ワークショップ」を受講
することになる。新聞や新書を読んで内容を要約して報告し、グ
ループに分かれて討論するなどの作業を通して、情報収集・プレ
ゼンテーション・レポート作成などの能力を高めることが授業の
目的である。さらに、パソコンを使った文書作成・表計算・イン
ターネット検索などのスキルを身につけるために、「情報リテラシ
ー入門」が履修義務科目として設けられている。

また１年次生の春学期には、高校の「公民」や「政治・経済」
で習ったことを経済学につなげるための「経済学入門１」、秋学期
には、専門研究の面白さを伝えるために教員がリレー式で各自の
専門領域についてミニ講義を行う「経済学入門２」が開講される。
同時に、経済学の基礎を学ぶための「初級ミクロ経済学」と「初
級マクロ経済学」も始まるが、両科目には、通常の講義だけでな
く、講義でわからなかったことを質問したり、練習問題を解いた
りすることで講義の理解を深めるための「補習クラス」が設けら
れている。
２年次生の秋学期からは「経済学演習（ゼミナール）」が始まる。
従来は３年次生の春学期からであった履修を半年早め、募集人数
も従来より縮小して15人程度とした。学生は、自分の関心に応じ
て志望したゼミで２年間テーマ研究を行い、４年次生の秋学期に
は卒業論文を作成する。また特にデイタイムの専門教育において
は、理論経済、公共政策、国際経済など12のスペシャリスト系コ
ースが設定されており、いずれかのコースを選択して所定の単位
を修得すれば「コース修了証書」が授与される。このようにして、
自ら問題を発見し、調査研究し、成果を発表できる人間を育てる
ことが、経済学部の教育目標である。

（経済学部長代理　植村　邦彦）

平成18（2006）年に創立100周年を迎える商学部では、商都・
大阪にふさわしいビジネス教育を実践してきた伝統を踏まえて、
新カリキュラムや昼夜開講制を導入し、各分野の「品格ある柔軟
なビジネス・リーダー」の育成をめざしている。
３年前からスタートし順調に軌道に乗ってきた新カリキュラム

の特徴は、まず第１にセメスター制（２学期制）を基礎にして既
存の科目を大幅に見直し、現代の経済社会や企業経営に対応した
「ベンチャー論」、「Ｅビジネス」、「データマイニング論」、「環境会
計」など多くの講義科目を新しく開講したことである。第２の特
徴は、従来から商学部で進めてきた少人数の演習教育をさらに充
実させるために、３年次と４年次に加えて２年次秋学期からの演
習を新設し、定員も少人数にふさわしい15人を原則にしたことで
ある。第３の特徴は、専門演習に所属しない学生に対して「副専
攻」を新設したことであり、これによって学生は他学部の講義を
卒業所要単位として多数受講でき、総合大学のメリットを享受し
ている。具体的には「副専攻」の学生は「情報」、「都市経営とＮ
ＰＯ」、「ベンチャー」、「グローバリゼーション」の各テーマにつ
いて広く、弾力的に学習している。
また一昨年からスタートした「昼夜開講制」では、１時限目か

ら７時限目までの広範な授業時間帯（９：00～21：10）をフルに活
用し、「デイタイムコース」と「フレックスコース」を設置し、学生が履
修する科目選択の自由度を大幅に高めることを可能にしている。
とくに「フレックスコース」を中心に新設したAPP（アカウンテ
ィング・プロフェッショナルズ・プログラム）は、公認会計士を
めざす学生を対象として会計学の体系的な学習と受験対策の両立
を可能にする少人数の演習科目を中心とした科目群であり、公認

会計士の受験指導経験が豊富な講師によって講義されている。
（商学部長代理　水野　一郎）

社会学部では、１～４年次のすべてに少人数クラス（ゼミ）を
設け、個々の学生がよりきめ細かな指導を受けられるシステムを
導入してすでに10年以上になる。認定心理士や社会調査士などの
各種資格を取得できる制度も充実し、今年度は産業社会学専攻が
装いを新たに社会システムデザイン専攻に生まれ変わるなど、社
会と時代の変化に応じたカリキュラム改革を精力的に進めている。
その一環として、来年度からはマス・コミュニケーション学専

攻に「ジャーナリスト養成プログラム」を設置する。インターネッ
トなどのさまざまな情報技術が急速に普及し、社会そのものも大
きく変貌しつつある現在、新聞記者やテレビの報道人のみならず、
ジャーナリストとしての基礎能力を備えた人材が幅広く求められ
るようになってきた。そのジャーナリストとしての基礎能力には、
まず、独自の「切り口」からものごとをとらえる力と、とらえた
ことをきちんと他者に伝える「表現力」からなる《文章力》があ
る。そして次に、情報源を探りだしアクセスできる「調査力」と、
情報をうのみにせず自分なりに読み解くことのできる「分析力」
からなる《取材力》。これらの能力を涵養することがこのプログラ
ムの目的である。
こうした実践的な能力は、知識を蓄えていくだけで身につくも

のではない（それも重要ではあるが）。問題が与えられて答えを考
えるというよりも、問題そのものを自ら見いだしていくことが必
要になる。そのため、このプログラムでは「文章実習」「調査実習」
「制作実習」などの実習科目を軸とした独自のカリキュラムを設定
し、学生たちの試行錯誤のなかからジャーナリストとしての実践
知を練り上げていくことを狙っている。そこでは学生自身の高い
意欲と相互刺激が重要になるだろう。関大生のもつ可能性に大き
く期待したい。

（社会学部教学主任　辻　　大介）

総合情報学部は、インターネット時代の幕開けを迎えようとし
ていた平成６（1994）年に、全国にも類を見ないユニークな文理
総合型の情報系学部として誕生した。その後、ＩＴの急速な進歩
と普及により、いまや社会のあらゆる分野において情報系リテラ
シーを備えた人材が必要とされる状況となっている。しかし、そ
こで求められるリテラシーとは、単に最新のＩＴ機器が操作でき
るとか、特定のＩＴについて知識があるという狭い表層的なもの
ではない。情報の生成・加工・配信にかかわる“コンピューティ
ング”についての確かな技術的理解力、それらを利用する“人”
と“社会”についての深い洞察力、さらには利用者のニーズとコンピ
ューティングとの最適化を図る問題解決能力が求められている。
総合情報学部では、開設以来、“情報”をキーワードに文系・理

系の枠を越えて広く横断的に学べる教育環境を提供し、人と社会
とコンピューティングという幅広い視野から情報を扱うことので
きる人材の育成をめざしてきた。特に、問題解決能力の養成とい
う観点から、情報処理の実践的教育を重視し、文理にわたる多彩
な実習カリキュラムを提供してきた。
同時に、絶えず進展と変貌を遂げるＩＴ社会の要請に応えるべ

く、教育カリキュラムの拡充・改革にも継続して取り組んできて
いる。次年度に向けては、プログラミングやデジタルコンテンツ
の制作を中心に、実習科目の新設や実習内容の刷新を図り、関連
する講義科目についても新設を含めた変更を加えている。これは、
コンピューティングに関する技術的変化に対応するためのカリキ
ュラム改訂である。また、教職課程については、これまでの「情
報」に加えて、「数学」と「公民」の追加申請を行った。これによ
り、「情報」を専門とする教員だけではなく、「数学」＋「情報」
あるいは「公民」＋「情報」というように、情報に強い教員層の
拡大に貢献できるものと期待される。

(総合情報学部長　加藤　　隆)

今世紀、資源の乏しいわが国は科学技術立国を唱えて経済基盤
を確保し、国際社会に貢献しようとしているが、一方では若者の
理系離れが進み、将来の技術者の育成が強く懸念されている。こ
のような時代における大学の工学教育についての大きな課題は、
自然科学、工学・技術の魅力をどのようにアピールし、育てるか、
また進行する学力低下を防ぎつつ学習意欲をいかに高揚させるか
であろう。
本学工学部では、システムマネジメント工学科の冬木正彦教授

が開発し、文部科学省教育改革支援プログラムの現代GPに採択さ
れたe－Learningシステム「CEAS」を活用して教育効果を高め
ているほか、教養教育と専門教育の連携や学部生の大学院科目履
修などの教育システムの充実化を図ろうとしている。導入教育で
は、高大連携のほか文部科学省主催高校生対象のサイエンスキャ
ンプに毎年積極的に参画し、本学の施設で熱心な実験指導を行っ
ている。
最近、第三者評価など外部機関による教育評価のしくみが整備

されつつあるが、日本技術者教育認定機構（JABEE）による認定
では先端マテリアル工学科がこれを取得し、他の学科もこれに追
随すべく準備中である。また工学部では独自に外部評価を受ける
ことを決め、平成14年度の研究編に続いて今年度は教育編を実施
し、外部の有識者による学部総体と学科ごとの評価の結果を教育
の改善に反映させる道を拓いた。さらに平成18～19年度には工
学研究科の改組・改革が予定・計画されているが、工学部におい
ても飛躍を図るべくそれに連動させた改革を提案する予定である。
多くの若者が夢をもち、魅力を感じて入学を希望し、在学中に

あっては満足感をもって意欲的に学習に取り組めるよう、そして
巣立った卒業生が立派に21世紀型の技術社会に貢献できるよう、
関大独自の新しい工学の教育体制を確立したいと考えている。

（工学部長　土戸　哲明）

新時代を拓く

■ 経済学部の特色（スペシャリスト系とプロジェクト系）

デイタイム
コース

フレックス
コース

（1）ジェネラリスト系

（2）スペシャリスト系
※コースを履修し、所
定の単位を修得すれ
ば「コース修了証書」
を授与

（3）プロジェクト系
※プロジェクトを履修
し、所定の単位を修得
すれば「プロジェクト
修了証書」を授与

①理論経済、②公共政策、③国際経済、
④地域研究、⑤環境経済、⑥比較経
済思想、⑦金融システム、⑧福祉・労
働経済、⑨産業経済、⑩情報経済、⑪
ビジネス、⑫経済史、以上12のコー
ス

①開発（テーマ）、②日本・関西・大阪（地
域）、③アジア（地域）、④21世紀の社
会保障・福祉・環境（スキルアップ）
など。

法学部

新生文学部の教育の特色文学部

進化する「知」の工房経済学部

ビジネスの多様なニーズに即
応する充実したカリキュラム商学部

社会の変化に応じた実践知の養成社会学部

“人”と“社会”と“コンピューティング”総合情報学部

新しい工学の教育体制を確立工学部

（４）平成１７年（２００５年）２月１日第 ３２３ 号（５）



尚文館の
前にある芝
生は、関大
名所の１つ
である。昼
休みは必ず
と言ってい
いほど学生
たちでいっ

ぱいになる。友達
と一緒に、お弁当
を食べるもよし。わいわい談笑するもよし。もちろ
ん１人で行ってみるのもいいだろう。滝の流れる
音に耳を傾け、移りゆく季節を感じ、ゆったりとし
た自然空間に癒やされるはずである。
さらに、多くの人懐っこい小動物や鳥にも出会

える。この美しい憩いの空間は、社会学部の鳥越俊
太郎教授が音楽番組で、関大卒業生で歌手の矢井
田瞳さんにインタビューをした場所でもある。ま
た、学園祭の時期には舞台に早変わり。軽音サーク
ルのライブなどが行われる。時に癒やし、時には音
楽を愛する人びとの発表の場となるこの芝生。天
気のいい日に、ぽかぽか日なたぼっこしてみては
いかが？

駅から大学までの通称関大前通り。初めて来る人は、き
っと圧倒されるだろう。多くの店が建ち並び、関大ライフ
を楽しく彩っている。飲食店から薬局、居酒屋、コンビニま
で必要なものは何でもそろう。学生にはうれしい古本屋も
ある。朝の通学、授業の終わり、昼休みには、たくさんの関
大生でにぎやかになるが、警備員さんのしっかりした誘導
で安全対策もバッチリだ。授業が休みになって時間があい

た、ちょっと友達と遊びたい、サークルや部活の打ち上げをする
などの要求を叶えてくれる、学生のためのお店が多数そろってい
る。もちろん値段も学生価格。
また、多くのサークルのポスターやビラを張ってくれて宣伝を

させてくれるお店もある。入学したら、新しい友達と一緒に、他に
はない関大前通りを探索し、お気に入りのお店を発見してみては
いかが？

総合図書館には、なんと約190万冊もの蔵書がある。１階には
辞典類や新聞、雑誌など、２階には学習用資料のほかに、文庫本
などがそろっている。テスト前の調べ物も趣味の本もしっかり
見つかる。各階に、大机や個人机、さらに至るところに椅子があ
り、気になる本があればその場で座ってゆっくり読むことがで
きる。３階は、研究や勉強がしっ
かりできる環境となっており、
話し合いのスペースも確保され

ている。
また、必要な本は「KOALA」というイ

ンターネット上の検索システムで一発
検索することが可能だ。リクエストや
予約制度もある。こんなに
たくさんの蔵書を誇る図書
館はめったにないだろう。
中を歩いているだけでも時
間を忘れてしまうような場
所である。ここで、あなたの
人生の指針となるような１
冊を見つけてみてはどうだ
ろうか。

関
大
前
通
り

にぎやか便利な関大前通り

ホッと一息。憩いの場

千里山キャンパスには中央体育館と
東体育館があり、その充実した設備を
多くの関大生が利用している。学園祭
で“オレンジレンジ”のライブ会場とな
った中央体育館には、剣道場や柔道場
として使用されているフロアがあり、
体育会各部が練習に励む姿が見られ
る。
また、簡単な講習を受けると利用で

きるトレーニングジムも完備。届け出さえす
れば関大生なら誰でも利用可能である。シャ
ワー室もあり、汗をかいても大丈夫。また、エ
ントランスがガラス張りのため、体育館前で
は多くのダンスサークルが、連日遅くまで練
習をしているのが目に入る。総合関関戦など
の前には、チアリーダーや応援団の練習風景
も見られる。そのため、体育館前の活気は放
課後でも絶えることがない。
体を動かして、小腹がすいても大丈夫。お

ばちゃんたちが元気よく応対してくれる生
協のコンビニがすぐそばにあり、品ぞろえの
豊富さからも、体育会ご用達となっている。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、サ
ー
ク
ル
発
見

尚
文
館
前
芝
生

キャンパス�

千里山�

キャンパス�

高　槻�

＆�千里山�千里山�千里山�高槻�高槻�高槻�
キャンパス�キャンパス�キャンパス� 紀行紀行�紀行�紀行�

Special issue

千里山キャンパスにあった馬場が高槻キャンパスに
移されたのは昨年11月25日のことである。現在、馬術部
には、１～３年次生の20
人の部員がいる。そのほと
んどが千里山キャンパス
で学ぶ学生だという。毎回
高槻まで通っているので
ある。
馬は全部で18頭。その

馬の世話は、すべて部員が
行う。蹄（ひづめ）を洗った
り、エサをやったりと大変
そうだが、馬と触れ合うことがなんとも楽しそうであっ
た。馬術未経験でも大丈夫。馬術部に入る人はほとんど
が初心者なので気兼ねなく入れるはずだ。水・土・日曜日
にはコーチが教えに来てくれ、平日は上位年次生が教え

てくれる。
練習を重ねていくうちに、自分の

技を披露したくなるだろう。そんな
時には大会に出てみるのもいい。初
心者向けの大会から公認の大会ま
であるので、自分の技量に合った大
会に出場してみよう。なかなか触れ

合う機会のない馬と仲良くなれる馬場へ行って、馬たちに心癒
やされてはいかがだろうか。

馬

場

馬
で
闊
歩
カ
ッ
ポ
！

千里山キャンパスとは、ひと味違った高槻
キャンパス。まだ新しく、広びろとしたA棟、
C棟、F棟の１階ロビーには、学生作品や研究
作品を飾るスペースがいくつか設けられて
いる。風景画の凹凸を逆にした３D・CG作品

は、「立体錯視」が利用され、体を揺らして作品を見
ると、風景画自体が揺れているように感じる。実習

の成果を多く
の人々に見て
もらう絶好の
場所なのであ
る。
また、外に

はアート作品があり、キ
ャンパス全体が、まるで
美術館のようである。自
然に囲まれ、見晴らしも
良く、静かで、勉強するに
はすばらしい環境が整っ
ている。パソコンや最新
機器も多数そろってお
り、自分の描く作品を思
うまま表現することが可
能である。あなたのあふ
れ出す創造力を、ここでなら、きっと形にすること
ができるはずである。 企画・文・撮影 広告研究部

読書に、自習に、静かな空間
総
合
図
書
館

作
品
展
示

体育館

あなたの作品 飾ってください

（６）平成１７年（２００５年）２月１日第 ３２３ 号
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第
６
回

第
６
回

第第
６６
回回

各
大
学
が
新
し
い
教
育
体
制

の
あ
り
方
を
模
索
す
る
な
か
、

昨
年
十
二
月
一
日
、
本
学
で
も

教
養
教
育
改
革
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
、
全
学
共
通
教
育
推
進
機

構
主
催
の
第
七
回
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者

は
教
育
職
員
・
事
務
職
員
あ
わ

せ
て
約
二
百
人
、
会
場
は
ほ
ぼ

満
席
で
あ
っ
た
。

第
一
部
は
、
昨
年
十
月
の
諮

問
（「
教
養
教
育
を
主
と
し
た
学

部
教
育
改
革
に
つ
い
て
」）
を
受

け
る
か
た
ち
で
設
定
さ
れ
た
も

の
で
、
河
田
学
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
品
川
学
長
補
佐
か
ら

同
諮
問
に
関
す
る
趣
旨
説
明
が

あ
り
、
続
い
て
活
発
な
質
疑
応

答
が
交
わ
さ
れ
た
。
今
回
の
諮

問
が
将
来
の
教
養
教
育
を
方
向

づ
け
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
だ

け
に
、
出
席
者
の
関
心
の
高
さ

が
窺
わ
れ
た
。
時
間
的
制
約
か

ら
議
論
を
尽
く
せ
な
い
部
分
も

あ
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
の
教
職

員
が
一
堂
に
会
し
て
議
論
で
き

た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
こ

れ
か
ら
も
定
期
的
に
こ
う
し
た

場
を
設
け
、
大
学
教
育
の
現
状

や
今
後
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て

教
職
員
が
と
も
に
語
り
合
い
、

認
識
を
共
有
す
る
機
会
を
も
つ

こ
と
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
た
。

第
二
部
は
導
入
教
育
に
関
す

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
経
済
学
部
中
澤
信
彦
助
教

授
と
文
学
部
藤
田
�
夫
助
教
授

か
ら
両
学
部
が
行
っ
て
い
る
新

入
生
ゼ
ミ
の
具
体
的
な
紹
介
が

あ
り
、
続
い
て
五
人
の
学
生
が

そ
の
教
育
効
果
に
つ
い
て
率
直

な
意
見
を
述
べ
た
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
学
生
が
加
わ
る
の
は
こ
れ

で
三
度
目
だ
が
、
今
回
も
教
員

に
と
っ
て
は
新
鮮
か
つ
貴
重
な

学
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

大
学
執
行
部
を
は
じ
め
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々

に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
た
い
。

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
長

柏
木

治
）

関
西
の
学
生
か
ら
、
ユ
ニ
ー

ク
な
ア
イ
デ
ア
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
を
募
集
す
る
「
第
六
回
キ

ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン

プ
リ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
（
Ｃ
Ｖ
Ｇ

Ｏ
）」
に
お
い
て
、
本
学
総
合
情

報
学
部
田
中
成
典
研
究
室
か
ら

六
人
が
入
賞
し
た
。

四
年
次
生
の
遠
藤
篤
さ
ん
、

三
年
次
生
の
石
田
聡
さ
ん
、
許

会
慶
さ
ん
、
清
水
晴
香
さ
ん
、

細
畠
啓
史
さ
ん
と
私
の
六
人

が
、
情
報
通
信
部
門
で
「
位
置

情
報
と
嗜
好
情
報
を
利
用
し
た

広
告
配
信
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
う

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
応
募
し
た

結
果
、
佳
作
を
受
賞
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
、

利
用
者
に
と
っ
て
不
必
要
な
情

報
が
配
信
さ
れ
て
し
ま
う
と
い

う
既
存
の
広
告
配
信
サ
ー
ビ
ス

の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
、

広
告
の
配
信
を
受
け
る
利
用
者

の
位
置
情
報
や
嗜
好
情
報
な
ど

か
ら
必
要
な
情
報
の
み
を
広
告

と
し
て
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
で

あ
る
。

本
受
賞
プ
ラ
ン
の
受
賞
者
ら

は
、「
今
回
受
賞
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
は
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

が
互
い
に
協
力
し
合
い
、
研
究

室
の
先
輩
か
ら
支
援
を
受
け
な

が
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

作
成
期
間
中
は
、
先
輩
か
ら
の

指
摘
を
受
け
、
プ
ラ
ン
の
改
良

を
何
度
も
繰
り
返
し
た
。
ま

た
、
プ
ラ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
練
習
も
繰
り
返
し
行

っ
た
。
そ
の
中
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

を
企
画
し
て
成
立
さ
せ
る
こ
と

が
い
か
に
難
し
い
こ
と
か
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の

努
力
の
結
果
、
受
賞
が
決
ま
っ

た
と
き
の
達
成
感
は
格
別
だ
っ

た
。
ま
た
、
先
輩
の
あ
た
た
か

い
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の

受
賞
で
あ
る
と
大
変
感
謝
し
て

い
る
。
今
後

は
、
先
輩
が
支

援
し
て
く
れ
た

よ
う
に
、
自
分

た
ち
が
後
輩
を

支
援
し
て
い
き

た
い
」
と
感
想

を
述
べ
て
い
る
。

受
賞
者
ら
が
所
属
し
て
い
る

田
中
研
究
室
で
は
、
社
会
で
即

戦
力
と
な
る
人
材
の
育
成
を
目

的
と
し
て
、
個
人
の
研
究
を
行

う
と
同
時
に
、
技
術
書
の
執

筆
、
高
槻
市
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
、
受

託
研
究
な
ど
広
い
範
囲
で
活
動

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を

通
じ
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え

る
感
覚
、
論
理
的
な
文
書
を
書

く
能
力
、
そ
し
て
他
人
を
納
得

さ
せ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
養
っ
た
結
果
が
、
今
回

の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え

る
。

（
総
合
情
報
学
部

三
年
次
生

北
野

光
一
）

昨
年
十
二
月
十
五
日
、
冬
至

間
近
と
は
思
え
な
い
陽
気
の

中
、
京
都
府
亀
岡
市
の
杉
深
い

里
に
た
た
ず
む
セ
ン
タ
ー
に
到

着
し
た
。

一
同
、
セ
ン
タ
ー
の
講
堂
に

会
し
、
見
学
会
が
始
ま
っ
た
。

佐
藤
学
生
部
長
代
理
の
開
会
挨

拶
、
そ
し
て
お
世
話
に
な
る
セ

ン
タ
ー
職
員
の
久
保
氏
紹
介
の

後
、
久
保
氏
へ
全
面
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
。
そ
の
後
、
久
保
氏
に
よ

る
講
演
、
ア
イ
マ
ス
ク
と
特
殊

ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し
て
の
視
覚

障
害
体
験
（
健
常
者
の
学
生
に

と
っ
て
は
、
ま
さ
に
視
覚
障
害

者
の
視
界
を
体
験
す
る
良
い
機

会
に
な
っ
た
）
、
ビ
デ
オ
上

映
、
セ
ン
タ
ー
内
訓
練
施
設
に

て
訓
練
模
様
の
実
地
見
学
、
見

学
会
全
体
を
受
け
て
の
質
問
会

と
進
行
し
、
最
後
は
久
保
氏
を

は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
セ

ン
タ
ー
の
方
へ
お
礼
を
込
め
て

の
拍
手
で
会
が
締
め
く
く
ら
れ

た
。
質
問
会
で
は
学
生
か
ら
途

切
れ
る
こ
と
の
な
い
挙
手
が
あ

り
、
そ
の
積
極
性
が
目
立
っ

た
。
ま
た
、
見
学
会
終
了
後
、

バ
ス
出
発
ま
で
の
空
き
時
間
を

利
用
し
て
の
盲
導
犬
と
の
写
真

撮
影
に
は
学
生
が
殺
到
、
盲
導

犬
は
学
生
の
「
写
真
撮
る
か
ら

こ
っ
ち
向
い
て
�
」
の
呼
び
か

け
に
、
声
の
す
る
方
へ
首
を
く

る
く
る
回
し
、
愛
く
る
し
い
表

情
で
応
え
て
い
た
。

解
散
場
所
の
阪
急
南
千
里
駅

に
着
く
頃
に
は
さ
す
が
に
疲
れ

が
見
え
隠
れ
し
て
い
た
様
子
。

最
後
は
今
回
の
見
学
会
と
課
外

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
バ
ス
降
り
口
で
回

収
し
て
、「
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
の
挨
拶
を
交
わ
し
、
無
事

解
散
し
た
。

（
学
生
部
）

個
人
の
実
力
が
問
わ
れ
る

時
代
で
す
。
エ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で

は
、
実
務
的
な
資
格
取
得
や

国
家
試
験
合
格
の
た
め
の
実

力
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
、
四
月

か
ら
順
次
、
講
座
を
開
講
し

ま
す
。

目
標
点
数
別
ク
ラ
ス
を

設
置
し
た
英
語
講
座

「
英
語
講
座
」で
は
、
多
く
の

企
業
で
昇
進
要
件
と
さ
れ
る
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

と
留
学
に
必
須

の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�

の
各
テ
ス

ト
対
策
コ
ー
ス
で
、
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
点
数
別
ク
ラ
ス
を
設
け

て
い
ま
す
。
実
力
に
あ
っ
た
ク

ラ
ス
を
受
講
し
て
、
真
の
英
語

力
を
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

レ
ベ
ル
や
目
的
に
応
じ
た

情
報
処
理
講
座

「
情
報
処
理
講
座
」
で
は
、

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
な
ど

の
ス
キ
ル
習
得
を
目
的
と
す
る

コ
ー
ス
や
パ
ソ
コ
ン
検
定
、
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

オ
フ
ィ
ス

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
シ
ス
ア

ド
、
基
本
情
報
技
術
者
な
ど
の

資
格
試
験
対
策
の
コ
ー
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

公
務
員
受
験
を

早
期
か
ら
支
援

「
公
務
員
講
座
」
は
、
入
門

講
座
か
ら
順
次
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
で
き
る
多
彩
な
コ
ー
ス
を
開

講
し
て
い
ま
す
。特
に
将
来
「
国

家
公
務
員
�
種
」
を
志
望
す
る

人
に
は
、
一
年
次
か
ら
「
入
門

講
座
」
を
受
講
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

公
認
会
計
士
・
税
理
士
受
験

を
簿
記
検
定
講
座
か
ら
支
援

「
公
認
会
計
士
入
門
講
座
」

で
は
必
須
科
目
の
う
ち
財
務
会

計
論
、
管
理
会
計
論
、
企
業
法

を
学
び
、
難
関
突
破
に
向
け
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

「
税
理
士
講
座
」
で
は
、
税

理
士
試
験
の
必
須
科
目
で
あ
る

簿
記
論
と
財
務
諸
表
論
の
二
コ

ー
ス
を
設
け
、
早
期
合
格
を
め

ざ
し
ま
す
。

ま
た
、「
簿
記
検
定
講
座
」
で

は
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
受
講
で
き

る
よ
う
三
級
対
策
コ
ー
ス
・
二

級
対
策
コ
ー
ス
を
開
講
し
て
い

ま
す
。

法
律
家
養
成
講
座
で

司
法
書
士
基
礎
力
完

成
コ
ー
ス
を
新
設

「
法
律
家
養
成
講
座
」
で

は
、
将
来
、
司
法
試
験
や
法
科

大
学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
の
た
め

に
、
一
年
次
の
段
階
で
法
律
学

全
体
の
基
礎
知
識
の
強
化
を
め

ざ
す
「
基
礎
コ
ー
ス
」
を
は
じ

め
、
基
本
的
な
法
律
知
識
か
ら

実
践
的
な
答
案
作
成
の
練
習
ま

で
段
階
的
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す

る
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
従
来
か
ら
要
望
の
多

か
っ
た
司
法
書
士
を
め
ざ
す
コ

ー
ス
を
新
設
し
ま
す
。

高
い
合
格
率
を
誇
る

資
格
試
験
対
策
講
座

毎
年
高
い
合
格
率
を
記
録
し

て
い
る
「
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
」、「
総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理

者
」、「
通
関
士
」、「
色
彩
検
定
」な

ど
の
資
格
試
験
対
策
講
座
は
、

継
続
し
て
開
講
し
ま
す
。

ま
た
、
「
社
会
保
険
労
務

士
」、「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＋
二
級

Ｆ
Ｐ
技
能
士
）」
の
各
講
座
も
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
就
職
も

サ
ポ
ー
ト

マ
ス
コ
ミ
業
界
志
望
者
に
必

要
な
能
力
を
養
成
す
る
「
マ
ス

コ
ミ
試
験
対
策
講
座
」
で
は
、

「
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」、

「
出
版
・
広
告
」、「
放
送
」
の
業

界
別
ク
ラ
ス
に
よ
り
、
将
来
の

進
路
に
向
け
た
準
備
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
事
務
室

�
０６
―

６
３
６
８
―

０
７
２
１

○頑張れ、受験生諸君
関西大学東京センターは東京

駅八重洲南出口前のビルの８階
にあって、受験相談をはじめ、
在学生の就職や卒業生の諸活動
の支援など、本学関係者の東京
における「行動拠点」としての
役割を果たしている。
特に、学生諸君との関連で

は、東京での就職活動の
支援が大きい。平成１６年
の東京での就職活動に東
京センターを利用した学
生は延べ約６００人であっ
た。
今、日本の主要企業の

約８割は、東京に本社機
能を有して
いる。会社
勤めをめざ
すなら、一
度は東京勤
務を経験し
なければな
らない時代
が来ている
のかも。
まだ入学

もしていないのに就職話かと言
われそうだが、今や就職活動は
１年次生から取り組む時代なの
だ。
千年の都・京都を引き合いに

出すまでもなく、関西地方には
長い伝統に培われた、東京には
ない文化の数々がある。関西大
学に入って関西文化の薫陶を受
けることは、将来のトップをめ
ざす君にとって有利な条件を身
につけることにもなるのだ。
受験生諸君の健闘を祈る。

○東京にはない関西文化
昨年１２月、有楽町で「飛鳥フ

ォーラム」を毎日新聞社と共催
した。
高校生や教諭、関係者など８０

人が参加。毎日新聞社学芸部・
山成孝治記者、本学・網干善教
名誉教授から、高松塚、キトラ
両古墳の壁画の劣化問題などに

ついて、大変興味深い話
があった。
関大人であれば、高松

塚の発掘が、当時の網干
教授と本学大学院生諸君
らの手によってなされた
世紀の大発見だったとい
うことを熟知している。

ところが、
今回のフォ
ーラム参加
者の中にも
高松塚を知
らない、知
っていても
名前程度と
いう人がい
たのに驚か
された。歴

史に残る出来事でも繰り返しア
ピールしなければ、忘れ去られ
る時代なのだ。ただ、閉会後、
何人かから「とてもよかった。
これからも続けて欲しい」との
感想を聞いた。
一般的に東京人は、東京以外

の諸々を、一段下にみる傾向が
ある。だが、東京にはないもの
や文化的な話題には、素直な興
味を示すようだ。関西文化の売
り込みも欠かせない。

○
文
学
部
教
授

井
上
泰
山
著

『
中
国
近
世
戯
曲
小
説
論
集
』

（
平
成
十
六
年
十
二
月
一

日
、
関
西
大
学
出
版
部
、
定

価
四
千
二
百
円
�
税
込
�
）

○
商
学
部
教
授

伊
藤
健
市
訳

『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
』

（
平
成
十
六
年
十
二
月
十
二

日
、
関
西
大
学
出
版
部
、
定

価
三
千
六
百
七
十
五
円
�
税

込
�
）

○
文
学
部
教
授

伴

義
孝
著

『「
気
づ
き
」
の
構
造
―
実
践
と

思
想
の
対
話
―
』

（
平
成
十
七
年
一
月
十
日
、

関
西
大
学
出
版
部
、
定
価
三

千
六
百
七
十
五
円
�
税
込

�
）

網干名誉教授の講演に聞き入る参加者

（東京センター長 石山 博康）

教教
養養
教教
育育
改改
革革
テテ
ーー
ママ
にに

関西文化を売り込む

第第
７７
回回

ＦＦ
ＤＤ
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
開開
催催

盲盲導導犬犬にに理理解解とと愛愛情情

盲導犬総合訓練センター訪問

フィールドワーク

総
情

６
人
が
佳
作
を
受
賞

平成１７年（２００５年）２月１日第 ３２３ 号（７）



☆Ｔシャツ
（1,890円）
漢字のロゴが新鮮です。

関大ライフ�関大ライフ�関大ライフ�
グッズが　  る�グッズが　  る�グッズが　  る�グッズが　  る�

☆スポーツタオル
（紫紺735円・白525円・紺400円）

「大学グッズ」といえば、受験生のみなさんはオープンキャン
パスの記念品を連想するのではないでしょうか。関西大学には
個性的で気品あふれるＫ.Ｕ.オリジナルグッズがたくさんそろ
っています。これらは勉強やスポーツなどのキャンパスライフ
に色を添えるとともに、関大生になったことをいっそう実感さ
せてくれることでしょう。試験時間の合間にこの紙面を眺めな
がら、春からの新生活に思いを巡らせてみてください。

☆マスコットＴシャツ
（1,680円）

☆携帯ストラップ
（630円）

☆うちわ
（200円）

☆エンブレム
（4,200円）

☆キャップ
（1,995円）☆瓦せんべい

（18枚入り630円・
27枚入り920円）
老舗の逸品に校章が
焼き付けられていま
す。

☆学歌オルゴール
（6,300円）

☆印のグッズは関西大学生活協同組合購買部やインターネット（http://www.kandai.ne.jp/）で購入することができます。なお、表示価格は税込みです。

☆
マ
グ
カ
ッ
プ

（
6
8
0
円
）

☆トートバッグ
（1,680円）

☆絵はがき
（ともに８枚入り365円）
四季編と建物編があります。

記　念記　念�
グッズグッズ�
記　念�
グッズ�

い
よいよ来年

120
周年�周年�

創立�

いよいよ来年に迫った創立120周年の記念グッズ。大学の「知」と
「120」を組み合わせたシンボルマークの入った限定版です。

20
歳
に
な
っ
た
ら

☆タイピン
（3,360円）

☆ペントレー
（3,570円）

ZIPANG 関大ボトル
（879円）
関大の校章がデザインされた焼
酎。大学周辺の酒店、コンビニで
どうぞ。

チアスティック
バレーボールなどの試合で

もよく見かける風船のスティ
ックで、両手に１本ずつ持ち、
拍手をするようにたたきます。
体育会チームマスコット
「Kaisers」がポイントです。非
売品。

Vメガホン
毎年６月に開催される関西学院大

学とのスポーツの対抗戦「総合関関
戦」などで観客に配られる応援グッズ
です。これを使って、大声で叫び、打ち
鳴らせば、元気倍増、勝利確実。白とス
クールカラー紫紺のツートンカラー
でスッキリ。非売品。

応援グッズも充実�応援グッズも充実�応援グッズも充実�

平成１７年（２００５年）２月１日
大阪府吹田市山手町３―３―３５
http://www.kansai-u.ac.jp/
次号は３月１９日発行の予定です
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�編集後記�

前
年
の
夏
に
形
成
さ
れ
た

桜
の
花
芽
は
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
低
温
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
で
徐
々
に
眠
り
か
ら
さ

め
開
花
の
準
備
を
始
め
る
。

春
に
咲
く
桜
の
花
芽
に
と
っ

て
今
が
大
切
な
時
期
で
あ

る
。
卒
業
を
控
え
た
四
年
次

生
は
大
学
生
活
の
集
大
成
の

時
期
、
就
職
活
動
を
目
前
に

し
た
三
年
次
生
は
自
ら
の
将

来
を
見
つ
め
な
お
す
大
事
な

時
期
で
も
あ
る
。
受
験
生
の

み
な
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
春

を
控
え
て
総
仕
上
げ
と
し
て

の
入
試
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。
桜
が
満
開
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
再
会
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

今
月
号
は
学
部
教
育
の
近

未
来
に
つ
い
て
特
集
し
て
い

る
。
大
学
四
年
間
で
高
度
な

専
門
知
識
と
教
養
人
と
し
て

の
良
識
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身

に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
教
育
を
め
ざ
そ
う

と
し
て
い
る
の
か
。
関
西
大

学
に
お
け
る
取
り
組
み
の
一

端
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。（
堀

雅
洋
）

浜
野

潔
（
は
ま
の
・
き

よ
し
）
教
授

専
攻
は
日
本
経
済
史
。

特
に
、
幕
末
・
維
新
期
の

京
都
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に「
宗

門
改
帳
」
を
利
用
し
て
、

都
市
の
歴
史
人
口
学
的
研

究
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

学
内
に
お
い
て
は
、
関
西

大
学
年
史
編
纂
委
員
会
委

員
を
務
め
て
い
る
。
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